三ガ 〔# 「ガ」 は 小 書き〕 日の 繁忙 を さけて 来て いる 

浴客 だが、 島 田に 結った 女中が 朱塗りの 屠蘇の 道具 を 

運んで 部屋 毎に、 

「おめでとう ございます。 どうぞ 本年 もよ ろしく」 

と 障子 を あけた。 正月が 来たよう な、 去年と 変らぬ 川 

瀬の 音で 来ぬ ような 一 種 漠然とした 心 持に、 天気が 

しぐれ 

時雨て 来た。 

コ— トを 着、 宿の 白 革 鼻緒の 貸し 下駄 を 穿いて、 坂 

をの ぼリ、 村な か を ぶらぶら 歩いた。 轍の 跡な りに 

凍った 街道が 薄ら 白く 延びて 人影 もない。 軒に 国旗が 

ヒラ ヒラ。 



伊豆 蜜柑 を 買おうと 八百屋へ 行った。 雨戸 を 一 枚 だ 

け 明けた 乾物 臭い 暗い 奥から、 汚れた 筒つ ぼ 拌纏を 着 

た 女房が 首 を 出した。 

なるほど 天 城 街道 は 歩く にょい 道 だ。 右 は 冬枯れの 

喬木に 埋 つた 深い 谷。 小さ い 告知板が ところどころに 

建って いて、 第 X 林 区、 広 田 兵 治な ど 書いて ある。 そ 

の、 炭焼き か 山番 かであろう 男が 一 人い る処 は、 向う 

山 か、 遙 かな 天 城 山の 奥 か。 

或る 角で 振 返ったら、 いっか 背後に 眺望が 展け、 連 

山の 彼方に 富士が 見えた。 頂の 雪 は 白 皚々、 それ 故晴 



れた空 は 一 きわ 碧く 濃 やかに 眺められ、 爽やかに 冷た 

い 正月の 風 は 悉く そこから 流れて 来る ように 思えた。 

道 傍の 枯芝 堤に、 赤 や 桃色の 毛糸 頸 巻 をした 娘が 三 

人、 眩しそう に 並んで 日向ぼっこ をして いた。 

女 役者の 一 座が かかった。 

小屋 は 空地に ある。 X X 嬢へ とした 幟が はためいて 

いた。 やはり 人気ない そこの 白い 街道 を 歩いて いたら 

すぐ 前の 木賃宿の 二階で 義太夫の さわりが 聞え た。 ガ 

ラリと 土間の 障子が 開いて、 古びた 水色 ヴェ ー ルを喉 

に 巻きつけた 女が 大きな 皿 を 袖口に 引 こめた 手で 抱え 
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